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研究成果の概要（和文）：富士山をフィールドとして，地学・芸術・文学から構成される多面的実践学習プログ
ラムを作成した。平成26年・28年度には，学部生向け専門科目「地学野外実習」の場を活用し，同プログラムの
現地での実践を試みた。そこでは，特に風景をスケッチする経験が，現地でのフィールド観察の視野の広さ・観
察の視点の深さ等に，どのように影響するかに注目した。課題レポートにおけるスケッチ関連の記述から判断す
ると，絵を描くことに費やす時間とエネルギーに見合う，多数の正の側面が得られたように思われる。また，各
過程で描かれたスケッチや絵画を比較することで，逆に現場での観察の経験が芸術的な表現にも正の影響を与え
ることが確認された。

研究成果の概要（英文）：Mt. Fuji as a field, we created a multifaceted practical learning program 
consisting of earth science, art, and literature. In FY2004 and 2008, we attempted to practice the 
program in "Fieldwork on Geology". To ascertain the bidirectional educational effects between earth 
sciences and art, students were asked: 1) to express an image of Mt. Fuji, and 2) to appreciate 
paintings of Mt. Fuji and express the information they garnered from the paintings, before and after
 the fieldwork. These two exercises are considered as providing insights into how the students' 
understanding had changed. In addition, reports and impressions submitted by the students were used 
as materials for putting the classes together. Results show that a large number of positive effects 
are obtained corresponding to the time and energy spent making sketches. It has also been suggested 
that the experience of onsite observations provides a various novel and concrete viewpoints for the 
appreciation of paintings.

研究分野：地質学
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１．研究開始当初の背景 
個別の分野における野外学習手法につい
ては多数研究され，永年の積み重ね・淘汰を
経て，入門書として手にすることができる状
況にある（例えば，狩野，1992; Lahee, 2012）。
また，野外学習授業の小学校〜大学における
実施状況についてもまとめられ（三次，2007; 
藤林ほか，2010など），野外での授業実施を
阻む問題点など浮き彫りになってきている。
ただ，一つの対象を，様々な側面から観察・
理解しようとする場合，どのようなプログラ
ムが構築可能か，という検討は数少ない（伊
藤ほか，2011）。また，自然科学・美術・文
学を網羅するかたちで，学習プログラムが考
案・実践され，その教育的な効果が測られた
前例は見当たらない。 
 
２．研究の目的 
上記のような時代背景のなか，本研究の到
達目標を以下の二点と設定した。 
・大学生を対象とした，1）富士山とその
周辺を，自然科学的視点で捉える理科的な学
び，2）浮世絵などの鑑賞や自らも写生を試
みる美術的な学び，3）和歌・俳句等，富士
山文学を多面的に鑑賞し，自らも詩作等を行
う文学的な学び，の三つの側面を持つ，多面
的実践学習プログラムを作成する。 
・この教育プログラムを実践することで，
それぞれ教科の学習にどのような相互作用
が働くのか，という点を，定性的に評価する。
特に，「ある分野の学びの経験が，他の分野
を学ぶ動機付けにあるか否か」を確認する。 
 
３．研究の方法 
専門が異なる五名の申請者が，富士山を自
然科学・美術・文学の側面から味わい・実感
できる多面的実践学習プログラムを構築し，
それをもとに教室内・野外での授業実践を行
う。さらに，特に，教科間相互作用の観点か
ら，その教育的な効果を測る。 
これらを実現するため，1）フィールドで
ある富士山および関東各地の富士見の名所
を尋ね，それぞれの観点から現地・資料調査
を行う，2）調査結果を集約し多面的実践学
習プログラムを作成する，3）作成したプロ
グラムに基づいて，学部授業「地学野外実習」，
「地学実験」，「絵画表現演習」，「国語教育実
践研究」を実施し，受講生の観察，受講生へ
の聴き取り調査，提出レポートの「質的デー
タ分析」等によって，その教育的な効果を測
る。また，そのフィードバックによりプログ
ラムを改善していく。 
 
４．研究成果 
１）富士山をフィールドとした多面的実践学
習プログラムの作成について 
今回作成した学習プログラムは，事前指導，
野外実習，事後指導の三つから構成されてい
る。簡潔に実施内容を述べ，特に，本野外実
習の主な観察内容である自然科学的な項目

以外の，美術，文学的な試みについて，（美
術），（文学）と明記した。 
事前指導：事前指導は，本実習に関する事務
的なアナウンスも含め，五回実施した。主に，
富士山の成り立ち等，自然科学的な解説を行
った。また，現時点における受講学生それぞ
れの「イメージの富士山」を描いてもらい記
録した（美術）。ここでは，写真等を参照せ
ず，受講学生の頭のなかの「富士山」を描く
こととした。 
野外実習：野外実習は平成 24 年，平成 26 年
にそれぞれ４泊５日の行程で実施した。ほぼ
同様の内容であるが，ここでは平成 26 年度
における活動内容を記述する。初日・最終日
に富士山の全体像を描くスケッチを実施し
た（美術）。特に，初日のスケッチはプロの
画家でもある美術科教員の指導を受けつつ
行った。また，各観察地点では，自然科学的
な観察に加え，防災教育や美術の視点から補
足説明を行った（美術）。 
事後指導：事後指導は実習直後，および実習
終了から二ヶ月後に実施した。一回目は，主
に実習の振り返りを行った。また，美術科教
員により，富士山が描かれた代表的な美術作
品の紹介も併せて行った（美術）。二度目の
事後指導は，国語科教員により，富士山に関
する文学作品に関する解説が行われた（文
学）。最後に，野外実習の実施から約１年経
過した平成27年８月初旬，電子メールにて，
その時点における富士山のイメージを尋ね
るメールインタビューを実施した。 
 
２）野外実習においてスケッチを行う効果に
ついて 
ここでは，授業の課題としたレポートのな
かから受講学生によるスケッチ関連の記載
を抜粋し，スケッチを実施した効果，富士山
のイメージの変化等について考察する。 
スケッチに関する記述は大きく６つに分
類できる。まず，一箇所に長時間（初日は約
1.5 時間，最終日は約１時間）留まり，富士
山を観察したことで，「改めて気付いた点」
があると受講学生が感じているということ
である。気付いた点として，雲の流れの速さ
（天気の移り変わり）（４件），山肌の質感（１
件），森林の範囲（１件），町の広がり（１件），
山の傾斜（１件），山のかたち（１件）が挙
げられた。初日の雲がかかった富士山のスケ
ッチを反映してか，雲の流れの速さに関する
記述が最も多かった。このように気づきを多
数意識でき，多角的な視点が得られるという
点は，野外で対象を観察しつつスケッチする
メリットの一つであろう。この対象を観察し
つつスケッチするという行為そのものの効
果として，「結果的に自然科学的な現象の理
解に繋げることができる」，「多々ある情報を
選別し，焦点化ができる」と総括しているも
のもあった。また，スケッチに続くそれぞれ
の地点における観察によって，スケッチでは
何気なく描いた平面・斜面等に，地質学的な



意味が潜んでいることを知り，驚く様子も読
み取れた。 
事前指導の際「イメージの富士」を明確に
しておくことに関しては，３件の記述がある。
「イメージの富士」を描くことは，受講学生
自身の富士山像を整理することに役立った
ばかりではなく，野外観察への動機付け，観
察対象である富士山への興味・関心の醸成と
いう意味で有意義であったようだ。また，「イ
メージの富士」を明確にしておくことで，「イ
メージの中のお椀型の富士山と，実際に見た
壮大で荘厳な富士山の両方が重なることで，
富士山を特別「美しい」と感じるのではない
か」と，「美」について踏み込んだ記述も見
られた。 
「地学野外実習」に美術の先生が同行しス
ケッチの実習をすることに関連して，１件の
みではあったが，「地学的な観点と美術的な
観点を合わせることの面白さに気がつくこ
とができた」というポジティブな記述があっ
た。画家でもある美術科教員が実習初日に受
講学生と同じ条件でスケッチを行ったこと
で，少なからず，刺激を与えることができた
と考える。同じ観察対象を設定しても，画家
が描いたスケッチと自身のそれとは明確な
捉え方の違いがあることに気付いたであろ
う。ただ，美術科教員は初日と二日目のみの
同行であり，初回のスケッチを共にすること
が関わりのほとんどであったため，現地での
絵画鑑賞など，美術的な観点の学習について
は次回への課題となる。 
以上，課題レポート中におけるスケッチ関
連記述から判断すると，中学校学習指導要領
解説美術編（文部科学省，2008）でまとめら
れている「スケッチの活用」のように，受講
学生は自然をじかに見つめて，諸感覚を働か
せ，様々な視点から対象をとらえて描くこと
ができていると思われる。さらに自然や対象
の美しさや面白さ，情緒，生命感やものの存
在感，美の感動や不思議などを感じ取ること
ができたと思われる。少なくとも大学生のレ
ベルでは，藤川・林（2015）で問題にされた
ような「絵を描くことに多くの時間とエネル
ギーを費やす割には，観察対象を見ること自
体の時間は長くない」には，あたらない可能
性がある。今回，「スケッチすることに多く
の時間とエネルギーを費やした」が，そのコ
ストに見合う，観察課題の抽出，観察対象に
対する新たな気づき等，多数の正の側面が得
られたように思われる。 
 
３）本多面的実践学習プログラムの汎用性に
ついて 
本プログラムは富士山をフィールドとし
て作成された。このプログラムの汎用性を確
認する目的で，筑波山において同様の試みを
実施した。実施年度は，平成 27年，平成 28
年の二度である。 
本試みに関し，三つの点から結論のみ述べ
ておく。 

・筑波山をフィールドとして行ったスケッチ
学習に関し，そのスケッチやアンケートをも
とに考察・検証した。結果，美術における
スケッチ学習に理科的内容の指導を加える
ことで，学習者に，科学的な理解，気づきに
よる視点の変化，興味・関心の醸成をもたら
し，加えて，個々の観察における視点の明確
化，独自性のあるスケッチ作品の創出に寄与
することを明らかとなった。 
・学習対象に関する物語が豊富になるほど，
制作意欲の向上と表現内容の多様化につな
がることが推測できた。専門性からして，
その物語は理科や社会科教師が担い，スケッ
チの指導は図画工作科・ 美術科の教師が担
うべきである。現在のスケッチの学習は衰
退していると言えるが，親自然的な美的感
覚は今日でも残っており，今日の学校教育に
おいて博物学・博物画教育の可能性も考えら
れる。 
・学校教育において，「自然」はどの教科に
おいても通底する教育的意義を含んだ学習
対象である。よって，教科横断的指導を可
能にしやすい対象と言える。本実践は，美
術と理科の「スケッチ」という共通項によ
り実現した。他教科においても，教科間で
共通する学習の対象と教科の特質を見出す
ことができれば，あらゆる教科横断的指導
の可能性が広がると言える。 
 
４）提出レポート，感想等の質的解析につい
て 
本研究では，参加学生により提出されたレ
ポート・感想等について，KH Coder 等を用い
て質的な解析を行うことを予定していた。し
かし，当初計画よりも研究時間の確保が難し
く，解析を終了できていない。研究期間は終
了しているが，この点については今後の課題
としたい。 
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